
 

議会運営委員会会議録 
 

１ 日  時  平成２８年１１月４日（金） 

 会議時間    １０時１４分開会 １０時４３分閉会 

 

２ 会議場所  役場３階第１委員会室 

 

３ 出席議員  委員長 ：中島里司    

副委員長：安田 薫 

        委 員 ：奥秋康子、西山輝和   （欠席：高橋政悦） 

        議 長 ：加来良明 

 

４ 事務局   事務局長：佐藤秀美、係長：宇都宮学、主任：鴇田瑞恵 

 

５ 説明員  なし 

 

 

６ 議  件 

 （１）議会だより第１４７号について 

 

 （２）期末手当の支給月数について 

 

 （３）その他 

      

 

 

 

７ 会議内容   別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議会運営委員会 【開会１０：１４  閉会１０：４３】   平成２８年１１月４日 

 

 

（１）議会だより第１４７号について 

 

委員長：（中島里司）ただいまから議会運営委員会を開会する。早速議件に入る。「（１）議会だよ

り１４７号」について紙面構成と内容について事務局より説明をお願いする。 

事務局説明（鴇田主任説明） 

委員長：ここで若干の休憩を行い、事務局から説明のあった文面についてご一読願いたい。休憩

する。 

【休憩 １０：２０】 

【再開 １０：２４】 

委員長：再開する。内容について特に意見はあるか。 

安田委員：ページ数が少ないので見やすい構成となっている。１点、今まで人事の件は、一番後

ろのページに掲載されていたが、今回は最初のほうに掲載さている。今回はここしか

ないという気もするがいかがか。 

委員長：開いた瞬間分かりやすいと思った。割り付け箇所はある程度固定された方が見る側から

するといいという考え方がするが、今回は最終ページに臨時議会とそれに伴う補正予

算等が入る予定なので、このような割り付けになったと見ていた。災害に関する臨時

会が予定されているということを理解し、今回はそのような形で発行したい。町民か

ら何か意見が出たら改善・工夫するということにしたいと思う。他に意見はあるか。 

  （なしの声あり） 

委員長：写真を載せることでよいか。 

  （よろしいとの声あり）  

委員長：これで決定し発行することでよろしいか。 

  （よろしいとの声あり） 

委員長：そのように決定させていただく。 

    議会の日程について広報の最終ページに議会の開催予定日を毎回お知らせしている。12

月定例会は、12 月 13 日（火）開会ということでよろしいか。 

  （よろしいとの声あり） 

委員長：開会日の決定により、今後の議会運営委員会は 11月 29 日、12月６日（一般質問通告後）

という予定を立てていきたいと思う。議案発送 12 月１日の予定となっている。あと、

産業厚生常任委員会の所管調査が 11 月 28 日にあると聞いた。そのほかの日程につい

て事務局長からあれば説明願いしたい。 

佐藤局長： 11 月の２回目の臨時会が 11 月 30 日に予定されている。人事院勧告の部分での予定

と聞いている。それから教育委員会から指定管理者の件で全員協議会の開催をお願い

したいとの話がある。産業厚生常任委員会は委員長の話のとおり 11 月 28 日で日程が

決定している。総務文教常任委員会も 11 月 29 日か 30日で設定したいと考えているが

議運の日程を考慮して決定したいと考えている。 

委員長：事務局長から説明があったが、日程については何かあるか。 

 （なしの声あり） 

委員長：次に定例会の日程について議会のホームページで予定を掲載しており、また、議会傍聴

を予定している方もあるのかなということで、現段階で予定を協議しておきたいと思

う。ただ、現段階で執行側から予定議案の説明を受けていないが、スケジュールとし

て協議をさせていただきたい。事務局長から説明願いたい。 

佐藤局長：12 月の定例会の日程について、いつもどおりのスケジュールでいくと、12 月 13 日開

会、翌日の 12 月 14 日は休会、12 月 15、16 日で一般質問、予備日として 12 月 19 日

は休会、12 月 20 日閉会というようなスケジュールとしてはと委員長と打ち合わせを

した。 

委員長：この日程についてはいかがか。 

  （よろしいとの声あり） 

委員長：この日程を予定としてよろしいか。 

  （はいの声あり） 

委員長：これで議会だより第 147 号については終了する。 



 

（２）期末手当の支給月数について 

 

委員長：「期末手当の支給月数について」をお諮りする。お手元に資料を配付している。過去、当

議会では独自な考え方を持って、財政再建に向け協議をし、いろいろ工夫をしながら

取り組んでいた経過がある。それらを含め、今までの流れについて事務局長から説明

をいただき皆さんにお諮りして協議したい。 

佐藤局長：（資料「給与勧告の骨子」、「議会議員報酬・期末手当の条例改正経過」 に基づき説明） 

委員長： 平成 17年度から 4.45 月ということで人事院勧告に関わりなく当議会では支給されてい

た。もう 1つ、特別加算を平成 19 年度から廃止している。今回の人事院勧告では 4.30

ということで、少し上回っているが、当議運で皆さんのご意見をいただいた上で全員

協議会に諮っていきたい。わが町の自主的な考え方ということで他の町村との比較を

行っていないが、人口割りからいうと決して高いとは言えないとは思う。 

西山委員：4.45 月のままでよい。 

奥秋委員：今回は 4.45 月のままでよいと思う。議会報告会と町民との意見交換会の中で、報酬を

上げて議員がやりやすい方法を考えていただきたいとの意見をあったので将来的に考

えていくことも良いと思う。今回は 4.45 のまま。 

委員長：報酬等については議会活性化特別委員会でおそらく協議してくれると思う。 

安田委員：今年度は 4.45 月でよい。 

委員長：全会一致で据え置きということで全員協議会に諮りたいと思うが異議なしでよろしいか。 

（よろしいとの声あり） 

委員長：そのように決定させていただく。「期末手当の支給月数について」の協議は終了する。 

 

（３）その他 

 

委員長：「（３）その他」について委員から意見はあるか。 

 （ありませんの声あり） 

委員長：以上を持って議会運営委員を終了する。皆様ご苦労さまです。 


